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1． 調査範囲 

設楽ダムにおける水質調査地点を以下に示す。調査地域としては下流の布里地点までとした。 

2．調査すべき情報 

設楽ダム建設事業環境影響評価における調査すべき情報は以下のとおりである。 

環境要素としては工事の実施時の土砂による水の濁り、水素イオン濃度、存在供用時の土砂による水の

濁り、水温、富栄養化、溶存酸素量における各環境要素ごとの調査すべき情報を表2.1に示す。 

表2.1 調査すべき情報(水環境) 

環境影響要素 調査すべき情報 

土砂による水の濁り 

・ 浮遊物質量、濁度 

・ 降水量 

・ 土質、表層地質、沈降特性 

工
事
の
実
施 

水素イオン濃度 ・ 水素イオン濃度 

土砂による水の濁り 
・ 浮遊物質量、濁度、粒度分布、水温 

・ 気温、風速、湿度、雲量、日射量 

水温 
・ 水温 

・ 気温、風速、湿度、雲量、日射量 

富栄養化 

・ 窒素化合物、燐化合物、溶存酸素量、BOD、COD、

クロロフィル a、浮遊物質量、濁度、水温 

・ 気温、風速、湿度、雲量、日射量 

流量 

存
在
及
び
共
用 

溶存酸素量 ・ 溶存酸素量、水温 － 
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3．調査結果の概要 

既往の流量調査の実施状況は表3.1に示すとおりであり、流量調査の結果、流況表を表3.2に各地点の

月平均流量を表3.3に示した。 

表3.1 文献及び現地調査による流量の把握状況 

No. 河川名 観測所名 対象期間 観測機関 

1 豊川 大名倉 平成7年～16年 
国土交通省中部地方整備局 

設楽ダム工事事務所 

2 境川 八橋 平成5年～16年 
国土交通省中部地方整備局 

設楽ダム工事事務所 

3 豊川 田口測水所 昭和37年～平成16年 中部電力株式会社 

4 豊川 清崎 平成5年～16年 
国土交通省中部地方整備局 

設楽ダム工事事務所 

5 豊川 布里 昭和18年～平成16年 
国土交通省中部地方整備局 

豊橋河川事務所 

 

表3.2 豊川の流況 

単位:m3/s 

No. 河川名 観測所名 最大 豊水 平水 低水 渇水 最小 年平均

1 豊川 大名倉 527.57 1.08 0.64  0.40  0.24  0.00 1.40 

2 境川 八橋 109.14  0.54 0.27  0.16  0.09  0.03 0.72 

3 豊川 田口測水所 156.00  3.57 2.15  1.41  0.80  0.46 3.69 

4 豊川 清崎 717.62  5.01 2.62  1.74  1.20  0.83 5.54 

5 豊川 布里 1717.39  15.60 9.69  6.48  4.05  2.74 16.04 

注)1.最大及び最小は、表3.1に示す対象期間における最大流量及び最小流量であり、日流量の最大値及び最小値ではな

い。ただし、田口測水所の最大流量及び最小流量は、日流量の最大値及び最小値である。 

その他の数値は各年の値の平均値を示す。 

2.豊水:1年のうち95日はこの流量を下らない流量 

平水:1年のうち185日はこの流量を下らない流量 

低水:1年のうち275日はこの流量を下らない流量 

渇水:1年のうち355日はこの流量を下らない流量 

年平均:日平均流量の総計を当該累加日数で除した流量 

3.最大・豊水・平水・低水・渇水・最小・年平均値は、水文観測データ統計処理要領(国土交通省)に基づいて算出し

た。 

資料)1.豊川水系豊川田口測水所観測資料(中部電力株式会社 昭和37年～平成16年) 

2.国土交通省中部地方整備局豊橋河川事務所資料 

3.設楽ダム周辺の水環境(国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所 平成16年10月) 

4.国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所資料 

をもとに作成 

表3.3 豊川の月平均流量 

単位:m3/s 

No. 河川名
観測 
所名 
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1 豊川 大名倉 0.54 0.43 0.89 1.29  1.42  2.04  2.16  1.57 2.18 1.97 1.15 1.21 

2 境川 八橋 0.30 0.23 0.53 0.75  0.68  1.11  1.14  0.91 1.37 0.77 0.50 0.28 

3 豊川 
田口 

測水所 1.43 1.68 2.98 4.27  4.38  5.68  6.12  5.35 6.00 3.58 2.32 1.63 

4 豊川 清崎 2.27 2.04 3.63 5.35  5.33  7.54  8.85  6.39 9.09 5.97 3.79 2.68 

5 豊川 布里 6.39 7.02 10.96 16.86  18.25  24.24  24.40  23.07 24.56 16.87 10.95 7.41 

注)1.数値は、表3.1における各月の平均値を示す。 

資料)1.豊川水系豊川田口測水所観測資料(中部電力株式会社 昭和37年～平成16年) 

2.国土交通省中部地方整備局豊橋河川事務所資料 

3.設楽ダム周辺の水環境(国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所 平成16年10月) 

4.国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所資料 

をもとに作成 
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既往の水質調査の実施状況は表3.4に示すとおりであり、水質調査の結果を表3.5～7、図3.1に示した。 

表3.4 現地調査による水質の把握状況 

調査内容 
No. 河川名 調査地点 健康 

項目 
生活環境 
項目 

その他の 
項目 

対象期間 

1 豊川 大名倉 ○ ○ ○ 昭和 54年 4月～ 
平成 16年 12月 

2 豊川 椹尾谷川合流 － ○ ○ 平成 6年 4月 
～16年 12月 

3 境川 八橋 ○ ○ ○ 昭和 54年 4月 
～平成 16年 12月 

4 鹿島川 鹿島川 ○ ○ ○ 昭和 54年 4月 
～平成 16年 12月 

5 小松川 小松川 － ○ ○ 平成 6年 4月 
～16年 12月 

6 豊川 田口 － ○ ○ 平成 9年 4月 
～16年 12月 

7 豊川 砂見 ○ ○ ○ 平成 6年 4月 
～16年 12月 

8 豊川 清崎 ○ ○ ○ 昭和 53年 11月 
～平成 16年 12月 

9 野々瀬川 野々瀬川 － ○ ○ 

昭和 56年 5月 
～58年 2月 

平成 12年 4月 
～16年 12月 

10 豊川 田内 － ○ ○ 平成 14年 4月 
～16年 12月 

11 当貝津川 大輪橋 － ○ ○ 平成 10年 7月 
～16年 12月 

12 豊川 源氏橋 － ○ ○ 平成 10年 7月 
～16年 12月 

13 巴川 巴川 － ○ ○ 

昭和 54年 4月 
～57年 2月 

平成 13年 6月 
～16年 12月 

14 豊川 布里 ○ ○ ○ 昭和 53年 11月 
～平成 16年 12月 

注)1.調査機関：国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所 
   2.調査内容の項目の内訳は次のとおりである。なお、調査地点により、一部の項目の調査が実施されていない場合がある。 
健康項目:カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、PCB、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-

ジクロロエタン、1,1-ジクロロエチレン、シスｰ 1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエ
タン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、1,3-ジクロロプロペン、チラウム、シマジン、チオベンカルブ、
ベンゼン、セレン、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素、ふっ素、ほう素 

生活環境項目:水素イオン濃度、BOD、浮遊物質量、溶存酸素量、大腸菌群数 
その他の項目:水温、全窒素、全燐 

   3.○:調査が実施されている。 －:調査が実施されていない。 
資料)1.設楽ダム周辺の水環境(国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所 平成 16年 10月) 

2.国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所資料 
をもとに作成 

表3.5 水質調査結果(健康項目) 

N
o
.
河川名 

項目 
 
 

調査地点 

カドミウム 全シアン 鉛 
六価 
クロム 

総水銀 
アルキル 
水銀 

PCB 

1 豊川 大名倉 0/40 0/40 0/40 0/40 0/40 0/40 0/9 0/40 

3 境川 八橋 
0.001mg/L 
以下 

0.01mg/L 
以下 

0.005mg/L 
以下 

0.01mg/L
以下 

0.001 
mg/L 
以下 

0.0005 
mg/L 
以下 

0.0005 
mg/L 
以下 

0.0005 
mg/L 
以下 

4 鹿島川 鹿島川 
0.001mg/L 
以下 

0.01mg/L 
以下 

0.005mg/L 
以下 

0.01mg/L
以下 

0.001 
mg/L 
以下 

0.0005 
mg/L 
以下 

0.0005 
mg/L 
以下 

0.0005 
mg/L 
以下 

7 豊川 砂見 0/21 0/21 0/21 0/21 0/21 0/21 0/21 0/21 
8 豊川 清崎 0/50 0/50 0/50 0/50 0/48 0/48 0/17 0/48 
14 豊川 布里 0/32 0/32 0/32 0/32 0/32 0/32 0/8 0/32 

環境基準値 
0.01mg/L 
以下 

検出され

ないこと。 
0.01mg/L
以下 

0.05mg/L
以下 

0.01mg/L
以下 

0.0005 
mg/L 
以下 

検出され

ないこと。 
検出され

ないこと。 

 

No. 河川名 

項目 
 
 

調査地点 

ジクロロ

メタン 
四塩化

炭素 

1,2-ジ
クロロ

エタン 

1,1- 
ジクロロ

エチレン 

シス-1,2- 

ジクロロ

エチレン 

1,1,1-ト
リクロロ

エタン 

1,1,2-ト
リクロロ

エタン 

トリクロ

ロエチレ

ン 

テトラク

ロロエチ

レン 

4 鹿島川 鹿島川 
0.002 
mg/L 
以下 

0.0005
mg/L 
以下 

0.0004 
mg/L 
以下 

0.002 
mg/L 
以下 

0.004 
mg/L 
以下 

0.0005 
mg/L以
下 

0.0005 
mg/L 
以下 

0.002 
mg/L 
以下 

0.004 
mg/L 
以下 

7 豊川 砂見 0/19 0/19 0/19 0/19 0/19 0/19 0/19 0/19 0/19 

環境基準値 
0.02 
mg/L 
以下 

0.002 
mg/L 
以下 

0.004 
mg/L 
以下 

0.02 
mg/L 
以下 

0.04 
mg/L 
以下 

1mg/L以
下 

0.006 
mg/L 
以下 

0.03 
mg/L 
以下 

0.01mg/L
以下 

 

No. 河川名 

項目 
 
 

調査地点 

1,3- 
ジクロロ

プロペン 
チラウム シマジン 

チオベンカ

ルブ 
ベンゼン セレン 

亜硝酸性窒

素及び硝酸

性窒素 
ふっ素 ほう素 

4 鹿島川 鹿島川 
0.0002 
mg/L 
以下 

0.0006 
mg/L 
以下 

0.0003 
mg/L 
以下 

0.002 
mg/L 
以下 

0.001mg/L 
以下 

0.002 
mg/L 
以下 

2.2mg/L 
0.11 
mg/L 

0.04 
mg/L 

7 豊川 砂見 0/19 0/19 0/19 0/19 0/19 0/19 0/26 0/11 0/12 

環境基準値 
0.002 
mg/L 
以下 

0.006 
mg/L 
以下 

0.003 
mg/L 
以下 

0.02 
mg/L 
以下 

0.01 
mg/L 
以下 

0.01 
mg/L 
以下 

10mg/L 
以下 

0.8 
mg/L 
以下 

1mg/L 
以下 

注)1.m/n:環境基準値を満たさない検体数／総検体数 
2.本川の豊川以外については、環境基準は設定されていないため、調査結果の最大値を示した。 
資料)1.設楽ダム周辺の水環境(国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所 平成 16年 10月) 

2.国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所資料 
をもとに作成 

No. 砒素
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表3.6 水質調査結果(生活環境項目)(河川) 

水素イオン 
濃度 
(pH) 

 

生物化学的 
酸素要求量 

(BOD) 
(㎎/L) 

浮遊物質量 
(SS) 

 
(㎎/L) 

溶存酸素量 
(DO) 

 
(㎎/L) 

大腸菌群数 
 
 

(MPN/100mL) No. 河川名 

項目

 
 
 
 

調査地点 
最小 
～ 
最大 

m/n 
最小 
～ 
最大 

m/n 
最小 
～ 
最大 

m/n 
最小 
～ 
最大 

m/n 
最小 
～ 
最大 

m/n 

1 豊川 大名倉(AA) 
6.0 
～ 
7.9 

5/335 
0.0 
～ 
0.8 

0/308 
0.1 
～ 

19.0 
0/308 

7.7 
～ 

13.4 
0/308 

0.0×100 
～ 

5.4×104 
179/284 

2 豊川 椹尾谷川合流 
6.5 
～ 
7.8 

0/126 
0.1 
～ 
0.4 

0/126 
1 
～ 
19 

0/126 
8.2 
～ 

13.6 
0/126 

8.0×100 
～ 

7.9×104 
91/102 

3 境川 八橋 
6.3 
～ 
8.7 

4/329 
0.1 
～ 
2.1 

1/307 
0.1 
～ 

392 
6/307 

8.1 
～ 

14.4 
0/307 

2.0×100 
～ 

1.6×105 
－ 

4 鹿島川 鹿島川 
6.6 
～ 
9.6 

7/209 
1.3 
～ 

113 
188/208 

1 
～ 

161 
7/209 

4.9 
～ 

13.2 
0/126 

2.4×102 
～ 

9.2×106 
－ 

5 小松川 小松川 
6.0 
～ 
7.9 

3/126 
0.1 
～ 
1.3 

0/126 
1 
～ 
27 

1/126 
8.2 
～ 

13.7 
0/126 

2.3×102 
～ 

2.4×105 
－ 

6 豊川 田口(AA) 
6.7 
～ 
7.6 

0/93 
0.1 
～ 
0.8 

0/93 
1 
～ 
4 

0/93 
8.6 
～ 

13.7 
0/92 

1.3×102 
～ 

3.5×104 
69/69 

7 豊川 砂見(AA) 
4.3 
～ 
7.9 

1/129 
0.1 
～ 
3.2 

1/129 
1 
～ 
63 

1/129 
8.4 
～ 

13.8 
0/129 

4.9×10 
～ 

2.3×105 
104/105 

8 豊川 清崎(AA) 
5.9 
～ 
8.7 

6/341 
0.1 
～ 
2.2 

1/313 
0.2 
～ 

22.0 
0/313 

8.3 
～ 

14.2 
0/313 

3.0×100 
～ 

2.4×105 
273/289 

9 野々瀬川 野々瀬川 
7.0 
～ 
7.7 

0/67 
0.1 
～ 
0.7 

0/67 
0.5 
～ 
3.0 

0/67 
8.0 
～ 

13.7 
0/67 

1.3×10 
～ 

4.9×104 
－ 

10 豊川 田内(AA) 
7.6 
～ 
7.2 

0/9 
0.3 
～ 
0.2 

0/9 
2.0 
～ 
1.0 

0/9 － － － －  

11 当貝津川 大輪橋 
6.9 
～ 
7.5 

0/78 
0.1 
～ 
0.5 

0/78 
1 
～ 
2 

0/78 
8.3 
～ 

14.1 
0/78 

1.7×10 
～ 

4.9×104 
－ 

12 豊川 源氏橋(AA) 
6.8 
～ 
7.5 

0/78 
0.1 
～ 
0.4 

0/78 
1 
～ 
3 

0/78 
8.3 
～ 

13.7 
0/78 

7.9×10 
～ 

2.8×104 
54/54 

13 巴川 巴川 
6.4 
～ 
7.6 

2/73 
0.1 
～ 
0.5 

0/73 
0.7 
～ 

56.0 
1/73 

8.1 
～ 

86.0 
0/73 

4.6×10 
～ 

2.2×104 
－ 

14 豊川 布里(AA) 
6.1 
～ 
8.0 

6/267 
0.1 
～ 
1.2 

0/240 
0.1 
～ 
50 

2/240 
7.6 
～ 

14.1 
0/240 

8.0×100 
～ 

9.2×104 
214/228 

環境基準値 6.5以上 
8.5以下 

1㎎/L 
以下 

25㎎/L 
以下 

7.5㎎/L 
以上 

50MPN/100mL 
以下 

注)1.m/n:環境基準値を満たさない検体数／総検体数、－:環境基準値が設定されていない 
2.地点の( )内は、河川の環境基準の類型を示す。 
資料)1.設楽ダム周辺の水環境(国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所 平成 16年 10月) 

2.国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所資料 
をもとに作成 

表3.7 水質調査(その他の項目) 

No. 河川名 調査地点 水温 
(℃) 

全窒素 
(mg/L) 

全燐 
(mg/L) 

1 豊川 大名倉 10.9 0.44 0.057 
2 豊川 椹尾谷川合流 11.6 0.49 0.047 
3 境川 八橋 11.6 0.34 0.017 
4 鹿島川 鹿島川 13.7 2.54 0.193 
5 小松川 小松川 11.4 0.60 0.020 
6 豊川 田口 11.8 0.49 0.030 
7 豊川 砂見 11.7 0.48 0.031 
8 豊川 清崎 11.5 0.47 0.031 
9 野々瀬川 野々瀬川 11.4 0.38 0.011 
10 豊川 田内 15.3 － － 
11 当貝津川 大輪橋 12.3 0.32 0.014 
12 豊川 源氏橋 12.8 0.38 0.016 
13 巴川 巴川 11.5 0.50 0.024 
14 豊川 布里 12.8 0.51 0.019 
注)1.数値は、表 3.4に示す対象期間における各年平均値の平均値を示す。 
資料)1.設楽ダム周辺の水環境(国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所 平成16年10月)を 
  2..国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所資料 
もとに作成 
 

BOD75%値(mg/L)

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

53年
昭和
54年55年56年57年58年59年60年61年62年63年元年

平成
2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年11年12年13年14年15年16年

大名倉

清崎

布里

環境基準
河川AA類型

 
注)1.BOD75%値:BODについては、測定された全データの 75%以上が基準値を満足することをもって環境基準が達成されてい
るとみなすこととされている。そのため、年間データを小さい順にならべ、全体の 3/4(75%)の位置に該当する値により
評価している。 

資料)1.設楽ダム周辺の水環境(国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所 平成 16年 10月) 
2..国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所資料 
をもとに作成 

 

図 3.2  豊川の水質変化(BOD75%値)  

 



この資料は、準備書作成に向けた検討資料であり、委員

会でのご助言等を受けて、今後変わることがあります。 
 

5 

4．予測結果概要 

4.1 予測項目と判定基準 

設楽ダムにおける水環境に係る予測は表4.1及び図4.1に示す予測地点で実施した。表4.2に水環境の予測

項目の概要として予測項目、予測地点、判定基準、予測結果等を整理した。なお、環境影響評価法における評

価は、基準又は目標との整合が図られているかどうかの視点に加えて、調査及び予測の結果並びに環境保全措

置の検討を行なった場合においてはその結果を踏まえ、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避され、

又は低減されているかどうか、必要に応じてその他の方法により環境の保全についての配慮が適正になされて

いるかどうかについての見解を明らかにすることにより行なっている。 

環境への影響があると評価した項目は、工事実施時の土砂による水の濁り及び存在供用時の水温である。工

事実施時の土砂による水の濁りについては、出水時の裸地からの濁水の影響で下流のＳＳが高くなると推定さ

れる。この環境影響を回避、低減するための環境保全措置としては、沈砂池を検討する。存在供用時の水温は、

冬場に発生する温水放流、夏場の利水補給による貯水量低下時に発生する冷水放流の影響があると予測された。

この環境影響を回避、低減するための環境保全措置としては、選択取水設備、環境保全導水路、曝気循環設備

を検討した。 

予測結果及び環境保全措置の検討結果については、後述する。 

 

 

表4.1  設楽ダムにおける水環境に係る環境要素と予測地点 

影響要因 環境要素 設楽ダム
貯水池 

砂見 田内 源氏橋 布里 

SS ○ ○ ○ 
工事中 

PH 

 

○ 
   

SS 

水温 

富栄養化 

○ ○ ○ ○ 
存在供用 

DO 

○ 

    

 

 

 

 

 

図4.1 設楽ダム建設事業環境影響評価の水環境に係る予測地点
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表4.2 水環境の予測項目の概要 

影響要因 環境要素 考えられる現象 予測項目 予測地点 予測結果の判定の基準 予測結果 
検討した 

保全措置 

土砂による 

水の濁り 

（SS） 

非出水時：建設工事の処理水による濁水

放流、 

出水時：降雨時の裸地からの濁水流出 

ＳＳ 

 

砂見、田内、 

源氏橋、布里 

非出水時：環境基準：SS25mg/L 以下 

 

出水時：出水時は平均値で変化が小さいこと 

影響がない又は小さいと判断

される場合以外 

（環境保全措置が必要と考え

られるもの） 

沈砂池 

工事の実施 

水素イオン 

濃度 

コンクリート処理水によるｐＨの変化 ｐＨ 砂見 環境基準：pH6.5～8.5 影響は小さい  

土砂による 

水の濁り 

（SS） 

下流河川の濁水長期化 ＳＳ 貯水池、砂見、

田内、源氏橋、

布里 

環境基準：SS25mg/L 以下 

25mg/L を超過する日数の変化が小さい 

※平均値がダム建設前より小さくなる。また、環境基準25
mg/Lを超過する日数は、平成6年を除いて低下しており、
10 ヵ年合計の超過日数もダム建設前が 46 日に対して建設
後は16日と大幅に低下している。 

影響は小さい  

水温 下流河川への冷水放流 

下流河川への温水放流 

水温 貯水池、砂見、

田内、源氏橋、

布里 

ダム建設前の10ヵ年の変動幅※１ 影響がない又は小さいと判断

される場合以外 

（環境保全措置が必要と考え

られるもの） 

選択取水 

環境保全導水 

曝気循環 

COD、総窒素、 

総リン、    

クロロフィルa

貯水池 OECD の富栄養化基準 

※OECD の栄養度の区分の判定から中栄養と判定されてい
る。 

影響は小さい  富栄養化 

 

貯水池内の富栄養化 

下流河川の富栄養化 

ＢＯＤ 砂見、田内、 

源氏橋、布里 

環境基準：BOD1mg/L 以下 

1mg/L を超過する日数の変化が小さい 

※ダム建設前後で環境基準1mg/L を超過する日はない。 

影響は小さい  

存在及び供用 

溶存酸素量 貯水池内のＤＯ低下 ＤＯ 貯水池 環境基準：7.5mg/L 以上 

7.5mg/L を超過する日数の変化が小さい 

※ダム建設前後に7.5mg/L 以下になる日はない。 

影響は小さい  

※ １：設楽ダムにおける水温の評価は、下流の河川環境を保全するためダムの無い河川の状況を評価基準として行なった。ダムの無い河川の状況としては、ダム建設前の水温の10ヵ年変動幅（平成2年～11年の期間で

の最高最低値）を用い、10ヵ年変動幅とダム建設後の水温の予測結果を比較して環境保全措置の検討を行なった。設楽ダムにおいては、このような評価基準を採用しダム建設による影響を可能な限り回避・低減する

ことに努めた。なお、10ヵ年変動幅の期間である平成2年～11年のうち、平成6年は戦後最大規模の渇水年であり、回転率が低く、その後に大規模な出水が発生していることから、利水計算期間の流況から最大の影

響となると考えられる。このことから、平成2年から平成11年までの 10カ年の期間で流況の変化を包括していると考えられる。 
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4.2 工事の実施における予測 

4.2.1 予測の手法 

下流河川の水質予測モデルはダム流域と分割流域の河川流量と水質との関係式、工事の実施時には工事区域

でのダムサイト濁水処理施設からの排水量とSS及び工事区域の裸地からの発生する濁水の流出量とSSを用い

て予測を行なう。なお、水素イオン濃度については、コンクリート打設時の排水をｐH 調節を行なうこととし

て混合計算により予測を行なった。 

以下に下流河川水質予測モデルの模式図及び工事の実施時におけるSSの予測計算フローを示す。 

 

工事ブロック

1 56
2 57
3 58
4 59
5 60

砂見● 6 61
7 62
8 63
9 64
10 65
11 66
12 67
13 68
14 69
15 70
16 71
17 72

清崎● 18 73
19 74
20 75
21 源氏橋● 76
22 77

田内● 23 78
24 79
25 80
26 81
27 82
28 83
29 84
30 85
31 86
32 87
33 88
34 89
35 90
36 布里● 91

37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55

66.9km

66.5km

66.1km

65.7km

65.3km

64.9km

64.5km

64.1km

63.7km

63.3km

62.5km

62.1km

61.7km

61.3km

60.9km

60.5km

60.1km

59.7km

59.3km

58.9km

58.5km

58.1km

57.7km

57.3km

56.6km

56.2km

55.8km

55.4km

55.0km

54.6km

54.2km

53.8km

53.4km

53.0km

52.6km

52.2km

51.8km

51.4km

51.0km

50.6km

50.2km

49.8km

49.4km

49.0km

57.0km

野々瀬川

11.94km2

布里

ダム流域

62.2km2

工事による負荷
（SS）

松戸川

1.61km2

残流域

3.44km2

当貝津川

52.73km2

呼間川

11.07km2

巴川

89.04km2

坪之口沢川

2.68km2

山中沢川

2.75km2

竹桑田川

4.00km2

峯川

7.51km2

山中川

3.06km
2

 

図4.2 下流河川水質予測モデルの模式図 

 

 ダム流域 A 

水質（SS） 
CA 

流量（実績）
QA 

工事区域 i

工事区域の裸地からの負荷量（L） 

降雨

降雨による負荷

ダムサイト濁水処理施設からの負荷量

SS 予測結果 
工事区域下流の流速 QB 
工事区域下流の水質（SS） CB 
工事区域下流の負荷量 LB＝QB･CB 
CB＝［LA･exp(-k･tA)＋ΣLi･exp(-k･ti)］/QB 

k:減少係数 
t:流下時間 

実測値と比較し、k（減少係数）を設定 

工事区域下流 B 

SS 予測結果 
ダム下流域の流速 QC 
ダム下流域の水質（SS） CC 
ダム下流域の負荷量 LC＝QC･CC 
CC＝［LB･exp(-k･tB)＋ΣLn･exp(-k･tn)＋ΣLj･exp(-k･tj)］/QC 

k:減少係数 
t:流下時間 

実測値と比較し、k（減少係数）を設定 

下流域 C 

 
L-Q 式により負荷量を 
算出 

分割流域 n

ダム流域の負荷量 LA 

工事区域の
排水

処理施設からの負荷量（L） 

排水量（Q） 

処理水質（SS）（C） 

処理施設

流出量の算定（Q） 

裸地から流出する 
水質（SS）（C） 

流下過程（流
下時間 t）に
おける沈降等
を考慮 

 

 

図4.3  工事の実施におけるSS予測計算フロー 
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4.2.2 予測の結果 

工事実施区域の概要を以下に示す。土砂による水の濁りに係る工事実施時の影響要因として、非出水時

にはダムサイトの濁水処理施設からの排水が考えられる。また、出水時には、ダムサイト濁水に加えて、

降雨時の原石山、土捨場等の裸地からの発生する濁水による影響が考えられる。 

 

 

ダム堤体の工事区域 

育種土捨場 

椹尾土捨場 

原石山 骨材プラント 

ダムサイト濁水処理設備 

付
替
道
路 

付替道路 

付替道路 

仮
排
水
路 

切替え水路 

切替え水路 

豊川 

境川 

椹尾谷川 原石仮置場 

 

 

図4.4 工事実施区域の概要 

 

 

 

 

工事の実施に係る pH の砂見地点における予測結果を図 4.5 に示す。予測結果によると、砂見地点につ

いては、ダム建設前におけるpHは 6.7～7.9の範囲に対し、pH調整施設の下限値であるpH6.5で河川に放

流した場合のダム建設中pHは 6.7～7.9、pH調整施設の上限値であるpH8.5で河川に放流した場合のダム

建設中 pH は 7.0～8.0 の範囲となり、工事を実施してもダム建設前 pH と同程度の範囲であると予測され

る。また、環境基準値（6.5～8.5）と比較した場合、ダム建設中の pH は環境基準値の範囲内になると予

測される。このことから、工事の実施による水素イオン濃度に係る影響は小さいと考えられる。 

 

 

6

6.5

7

7.5

8

8.5

9

H6.1 H7.1 H8.1 H9.1 H10.1 H11.1 H12.1 H13.1 H14.1 H15.1 H16.1

ｐ
Ｈ

ダム建設前pH

ダム建設中pH　pH6.5で放流の場合

ダム建設中pH　pH8.5で放流の場合

環境基準値:8.5以下

環境基準値:6.5以上

 

図 4.5 pH の予測結果（砂見地点） 
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4.3 存在及び供用における予測結果 

4.3.1 予測の手法 

設楽ダム貯水池の予測は、鉛直二次元モデルを用いて行なった。貯水池の予測は、土砂による水の濁り

及び水温に係る検証を回転率、貯水池規模等が類似した川治ダムで行い、富栄養化及び溶存酸素量に係る

検証をダムの規模、流入水質、気象条件等が類似した下久保ダムで検証を行った。鉛直二次元モデルの概

要を図4.6に設楽ダムにおける貯水池予測計算の入力条件を表4.3及び図 4.7に示す。 

下流河川の予測の手法は工事の実施と同様に下流河川水質予測モデルを用いて行なった。 

日　射 長波放射 蒸　発 熱伝導

流入

連行

沈
降

拡
散

対
流

移
流

流速分布

流　出

流　出

Δy

Δx

堤

体

 

図4.6(2) 鉛直二次元モデルの概要 

植物プランクトン

動物プランクトン

COD D O

無機態リン 無機態窒素

有機態リン 有機態窒素

非生命体
有機態リン

非生命体
有機態窒素

水温

濁質 流下方向

鉛直方向 底泥底泥

鉛直方向
日射量

移流 拡散
（表層の場合なし）

再曝気（表層のみ）

内部生産 光合成

移流

拡散

移流

拡散

移流 拡散
（底層の場合なし）

摂取

排泄

呼吸
死滅

呼吸
死滅

摂取

排泄

呼吸
死滅

呼吸
死滅

溶
出

沈
降

沈
降

沈
降

溶
出

沈
降

沈
降

沈
降

溶
出

消
費

分
解

分
解

消費（有機物分解に伴う）

消費（底泥による）
　　（底層のみ）

捕
食

：シミュレーション対象項目

分
解

流下方向

 

図 4.6（2）鉛直二次元モデルの概要（貯水池内ｵ物質循環の概要）

表4.3  設楽ダムの貯水池水質予測モデルに係る入力条件の概要 

項目 内容 
1.貯水池形状 設楽ダムの貯水位と容量(H-V)表から、鉛直方向 1mピッチ、水平方向 500mピ

ッチの平面積及び区間容量を求めた。貯水池形状は図 4.6に示す。 
2.気象条件 
 ・気温 
 ・日射量 
 ・風速 
 ・湿度 
 ・雲量 

・気温、日射量、風速及び湿度については、設楽総合気象観測所のデータを用
いた。 
・雲量は、気象庁の飯田測候所のデータを用いた。 

3.貯水池運用 
・流入量 
 ・放流量 
 ・貯水位 

・流入量及び法流量は、利水計算における日データを用いた。 
・貯水位は、貯水位－容量の関係を用いて算出した。 

4.放流条件 放流施設 
・放流量≦23m3/s 選択取水設備 
・放流量＞23m3/s （放流量-23 m3/s）：洪水吐き 23 m3/s：選択取水設備 

5.流入水温 流入水温は椹尾谷川合流地点と八橋地点の気温-水温関係式より算出した。 
6.流入水質 流入水質は田口地点の流量と水質及び流入支川の椹尾谷川、八橋、小松川、鹿

島川の流量と水質との関係式を用いて算出した。 
7.計算対象年 ・利水計算が行なわれている最新の 10ヵ年(平成 2年～11年)とした。 

 

 

 

図 4.7  設楽ダム鉛直及び流化方向分割モデル 

△x＝500m 

△y＝1m 

 

最低水位 

常時満水

選択取水範囲 
約 60m 
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4.3.2 予測の結果 

1) 設楽ダム貯水池地点 

土地又は工作物の存在及び供用に係わる土砂による水の濁り、水温、富栄養化の影響について,平成 2

～11 年の流況等を用いて予測した結果を表 4.5、4.6 及び図 4.8 に示す｡なお、貯水池地点の予測結果は、

SSと水温は放流水、富栄養化及び溶存酸素量は表層水質について整理を行なった。 

【土砂による水の濁り】 

SSの平均値をみると、ダム建設前のSSが 3.3mg/L であるのに対し、ダム建設後のSSは 1.2mg/L となり

2.1mg/L 減少する。SS の環境基準値（河川 AA 類型：25mg/L 以下）を超過する日数についてダム建設前及

びダム建設後で比較した結果は表4.5に示すとおりであり、ダム建設前は10ヵ年で46日であるのに対し、

ダム建設後は 16 日である。以上のことから、土地又は工作物の存在供用時における土砂による水の濁り

の影響は小さいと考えられる。 

【水温】 

水温の平均値を見ると、ダム建設前の水温が 10.4℃であるのに対し、ダム建設後の水温は 13.1℃とな

り2.5℃増加する。予測結果をみると、ダム建設後の水温はダム建設前に比べて高くなる傾向が見られた。

また、平成6年 8月では、ダム建設前の水温より低い水温になると予測される。 

【富栄養化】 

T-N の平均値をみると、ダム建設前の T-N が 0.59mg/L であるのに対し、ダム建設後の T-N は 0.43mg/L

となり 0.16mg/L 減少する。T-Pの平均値をみると、ダム建設前のT-Pが 0.027mg/L であるのに対し、ダム

建設後の T-P は 0.020mg/L となり 0.007 mg/L 減少する。クロロフィル a の平均値をみると、ダム建設後

のクロロフィルaは 4.9mg/L となり 3.9mg/L 増加する。CODの平均値をみると、ダム建設前のCODが 1.9m

g/L であるのに対し、ダム建設後の COD は 2.4mg/L となり 0.5mg/L 増加する。設楽ダム貯水池地点のｸﾛﾛﾌ

ｨﾙ a は最大で10.7μg/L、年平均で4.2～5.5μg/Lとなり、OECDの基準では中栄養となる。また、全燐の

年間平均値では、ダム建設後に0.020mg/L となり、OECDの基準では中栄養となる。以上のことから、設楽

ダム貯水池地点では、富栄養化の影響は小さいと考えられる。 

【溶存酸素量】 

DOの平均値をみると、ダム建設前のDOが 11.5mg/L であるのに対し、ダム建設後のDOは 10.0mg/L とな

り 1.5mg/L 減少する。DO の環境基準値（河川 AA 類型：7.5mg/L 以上）を下回る日数についてダム建設前

及びダム建設後で比較した結果は表4.5に示すとおりであり、ダム建設前、ダム建設後ともに環境基準値

を下回る日数は0日である。以上のことから、土地又は工作物の存在供用時における溶存酸素量の影響は

小さいと考えられる。 

 

 

 

表4.4  OECD の富栄養化基準 

T-P の 

年間平均値

Chl-a の 

年間平均値 

Chl-a の 

ピーク値 

透視度の 

年間平均値 

年間における 

透視度の最小値

 

mg/L μg/L m 

極貧栄養 ≦0.004 ≦1.0 ≦2.5 ≧12.0 ≧6.0 

貧栄養 ≦0.01 ≦2.5 ≦8.0 ≧6.0 ≧3.0 

中栄養 0.01-0.035 2.5-8 8-25 6-3 3-1.5 

富栄養 0.035-0.1 8-25 25-75 3-1.5 1.5-0.7 

過栄養 ≧0.1 ≧25 ≧75 ≦1.5 ≦0.7 
出典：OECD Cooperative Programme on Monitoring of Inland Waters.  Vollenweider, R.A.&J.Kerekes,Synthesis 

Report(1980)18) 

 

表4.5  設楽ダム貯水池地点における存在供用時の予測結果 

(最大値、最小値及び平均値) 

 

ダム建設前 ダム建設後 
年 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 

10ヵ年SS平均値（ms/L） 63.7  1.5   3.3  31.6   0.0   1.2  

10ヵ年水温平均値（℃） 20.1  0.1  10.4  23.3   4.7  13.1  

10ヵ年T-N平均値（㎎/L） 2.79  0.39  0.59  0.58  0.30  0.43  

10ヵ年T-P平均値（㎎/L） 0.074  0.018  0.027  0.039  0.012  0.020  

10ヵ年COD平均値（㎎/L） 8.4  1.6  1.9  3.3  1.3  2.4  

10ヵ年Chl-a平均値（μg/L）  1.0  1.0   1.0   9.1   1.4   4.9  

10ヵ年DO平均値（㎎/L） 14.3 9.4 11.5 12.1  8.6 10.0 

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、モデルを用いて算出した値を示す｡ 
3.最大値、最小値及び平均値は、注）1.により算出した日々の値から10ヵ年の最大値、最小値及び平均値を求めたも
のである。 

表4.6  設楽ダム貯水池地点におけるSSと DOの環境基準値超過日数 

単位:日 
年 ダム建設前 ダム建設後 

10ヵ年SS合 計 46  16  

10ヵ年DO合 計  0  0 

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、デルを用いて算出した値の環境基準値超過日数示す｡ 
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図4.8(1)  貯水池地点における存在供用時の予測結果（上より水温、SS、COD、Chl-a） 
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図4.8(2)  貯水池地点における存在供用時の予測結果（上よりT-N、T-P、DO） 
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２） 砂見地点 

土地又は工作物の存在及び供用に係わる土砂による水の濁り、水温、富栄養化の影響について,平成 2

～11年の流況等を用いて予測した結果を表4.7、4.8 及び図 4.9に示す｡ 

【土砂による水の濁り】 

SSの平均値をみると、ダム建設前のSSが 3.3mg/L であるのに対し、ダム建設後のSSは 1.2mg/L となり

2.1mg/L 減少する。SS の環境基準値（河川 AA 類型：25mg/L 以下）を超過する日数についてダム建設前及

びダム建設後で比較した結果は表4.7に示すとおりであり、ダム建設前は10ヵ年で42日であるのに対し、

ダム建設後は 15 日である。以上のことから、土地又は工作物の存在供用時における土砂による水の濁り

の影響は小さいと考えられる。 

【水温】 

水温の平均値を見ると、ダム建設前の水温が 10.5℃であるのに対し、ダム建設後の水温は 13.1℃とな

り 2.6℃増加する。予測結果をみると、ダム建設後の水温はダム建設前に比べて高くなる傾向が見られ、

平成6年 8月では、ダム建設前の水温より低い水温になると予測される。 

【富栄養化】 

BOD の平均値をみると、ダム建設前の BOD が 0.3mg/L であるのに対し、ダム建設後の BOD は 0.5mg/L と

なり 0.2mg/L増加する。BODの環境基準値（河川AA類型：1mg/L 以下）を超過する日数についてダム建設

前及びダム建設後で比較した結果は表4.8に示すとおりであり、ダム建設前は10ヵ年で18日であるのに

対し、ダム建設後は0日である。以上のことから、土地又は工作物の存在供用時における富栄養化の影響

は小さいと考えられる。 

表4.7 砂見地点における存在供用時の予測結果(最大値、最小値及び平均値) 

                              単位:㎎/L 
ダム建設前 ダム建設後 

年 
最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 

10ヵ年ＳＳ 

平均値（ms/L） 73.5   1.4   3.3  30.2   0.1   1.2  

10ヵ年水温 

平均値（℃） 20.2   1.0  10.5  23.4   4.7  13.1  

10ヵ年 BOD 

平均値（㎎/L）  1.7   0.2   0.3   0.7   0.3   0.5  

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、モデルを用いて算出した値を示す｡ 
2.最大値、最小値及び平均値は、注）1.により算出した日々の値から10ヵ年の最大値、最小値及び平均値を求めたも
のである。 

表4.8   砂見地点におけるSSと BOD の環境基準値超過日数 

                               単位:日 
年 ダム建設前 ダム建設後 

10ヵ年SS 合 計 42  15  

10ヵ年BOD合 計 18   0  

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、デルを用いて算出した値の環境基準値超過日数示す｡ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 4.9  砂見地点における存在供用時の予測結果（上より水温、SS、BOD、） 
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３） 田内地点 

土地又は工作物の存在及び供用に係わる土砂による水の濁り、水温及び富栄養化の影響について,平成 2

～11年の流況等を用いて予測した結果を表4.9、4.10 及び図 4.10 に示す｡ 

【土砂による水の濁り】 

SSの平均値をみると、ダム建設前のSSが 3.0mg/L であるのに対し、ダム建設後のSSは 1.3mg/L となり

1.7 mg/L 減少する。SSの環境基準値（河川AA類型：25mg/L以下）を超過する日数についてダム建設前及

びダム建設後で比較した結果は表4.9に示すとおりであり、ダム建設前は10ヵ年で34日であるのに対し、

ダム建設後は7日である。以上のことから、土地又は工作物の存在供用時における土砂による水の濁りの

影響は小さいと考えられる。 

【水温】 

水温の平均値を見ると、ダム建設前の水温が10.9℃であるのに対し、ダム建設後の水温は、13.1℃とな

り 2.2℃増加する。予測結果をみると、ダム建設後の水温はダム建設前に比べて高くなる傾向が見られ、

平成6年 8月では、ダム建設前の水温より低い水温になると予測される。 

【富栄養化】 

BOD の平均値をみると、ダム建設前の BOD が 0.3mg/L であるのに対し、ダム建設後の BOD は 0.4mg/L と

0.1mg/L 増加となり、ほとんど変化がない。BOD の環境基準値（河川 AA類型：1mg/L 以下）を超過する日

数についてダム建設前及びダム建設後で比較した結果は表4.10に示すとおりであり、ダム建設前は10ヵ

年で 11 日であるのに対し、ダム建設後は 0 日である。以上のことから、土地又は工作物の存在供用時に

おける富栄養化の影響は小さいと考えられる。 

表4.9   田内地点における存在供用時の予測結果 

(最大値、最小値及び平均値) 
単位:㎎/L 

ダム建設前 ダム建設後 
年 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 

10ヵ年ＳＳ 

平均値（ms/L） 65.2   1.3   3.0  31.3  0.1   1.3 

10ヵ年水温 

平均値（℃） 20.9   1.1  10.9  23.4  4.4  13.1 

10ヵ年 BOD 

平均値（㎎/L）  1.1   0.2   0.3   0.6  0.2   0.4 

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、モデルを用いて算出した値を示す｡ 
2.最大値、最小値及び平均値は、注）1.により算出した日々の値から10ヵ年の最大値、最小値及び平均値を求めたも
のである。 

表4.10   田内地点におけるSSと BOD の環境基準値超過日数 

単位:日 
年 ダム建設前 ダム建設後 

10ヵ年合計SS 34  7  

10ヵ年合計BOD 11 0 

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、デルを用いて算出した値の環境基準値超過日数示す｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4.10  田内地点における存在供用時の予測結果（上より水温、SS、BOD） 
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４） 源氏橋地点 

土地又は工作物の存在及び供用に係わる土砂による水の濁り、水温及び富栄養化の影響について,平成 2

～11年の流況等を用いて予測した結果を表4.11、4.12 及び図 4.11 に示す｡ 

【土砂による水の濁り】 

SSの平均値をみると、ダム建設前のSSが 2.6mg/L であるのに対し、ダム建設後のSSは 1.8mg/L となり

0.8 mg/L 減少する。SSの環境基準値（河川AA類型：25mg/L以下）を超過する日数についてダム建設前及

びダム建設後で比較した結果は表 4.11 に示すとおりであり、ダム建設前は 10 ヵ年で 35 日であるのに対

し、ダム建設後は 28 日である。以上のことから、土地又は工作物の存在供用時における土砂による水の

濁りの影響は小さいと考えられる。 

【水温】 

水温の平均値を見ると、ダム建設前の水温が 12.0℃であるのに対し、ダム建設後の水温は 13.0℃とな

り 1.0℃増加する。予測結果をみると、平成 6年 8 月では、ダム建設前の水温より低い水温になると予測

される。 

【富栄養化】 

BOD の平均値をみると、ダム建設前の BOD が 0.2mg/L であるのに対し、ダム建設後の BOD は 0.3mg/L と

0.1mg/L 増加となり、ほとんど変化がない。BOD の環境基準値（河川 AA類型：1mg/L 以下）を超過する日

数についてダム建設前及びダム建設後で比較した結果は表4.12に示すとおりであり、ダム建設前は10ヵ

年で6日であるのに対し、ダム建設後は2日である。以上のことから、土地又は工作物の存在供用時にお

ける富栄養化の影響は小さいと考えられる。 

表4.11  源氏橋地点における存在供用時の予測結果 

(最大値、最小値及び平均値) 
単位:㎎/L 

ダム建設前 ダム建設後 
年 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 

10ヵ年ＳＳ 

平均値（ms/L） 75.1   1.1  2.6  62.4  0.3  1.8 

10ヵ年水温 

平均値（℃） 22.0   1.6  12.0  23.0  3.7  13.0 

10ヵ年 BOD 

平均値（㎎/L）  1.0   0.2  0.2  0.7  0.2  0.3 

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、モデルを用いて算出した値を示す｡ 
2.最大値、最小値及び平均値は、注）1.により算出した日々の値から10ヵ年の最大値、最小値及び平均値を求めたも
のである。 

表4.12  源氏橋地点におけるSSと BOD の環境基準値超過日数 

単位:日 
年 ダム建設前 ダム建設後 

10ヵ年合計SS 35  28  

10ヵ年合計BOD 6 2 

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、デルを用いて算出した値の環境基準値超過日数示す｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4.11  源氏橋地点における存在供用時の予測結果（上より水温、SS、BOD） 
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５） 布里地点 

土地又は工作物の存在及び供用に係わる土砂による水の濁り、水温及び富栄養化の影響について,平成 2

～11年の流況等を用いて予測した結果を表4.13、14及び図 4.12 に示す｡ 

【土砂による水の濁り】 

SSの平均値をみると、ダム建設前のSSが 3.8mg/L であるのに対し、ダム建設後のSSは 3.3mg/L となり

0.5 mg/L 減少する。SSの環境基準値（河川AA類型：25mg/L以下）を超過する日数についてダム建設前及

びダム建設後で比較した結果は表 4.13 に示すとおりであり、ダム建設前は 10 ヵ年で 76 日であるのに対

し、ダム建設後は 67 日である。以上のことから、土地又は工作物の存在供用時における土砂による水の

濁りの影響は小さいと考えられる。 

【水温】 

水温の平均値を見ると、ダム建設前の水温が 12.4℃であるのに対し、ダム建設後の水温は 13.0℃とな

り 0.6℃増加する。予測結果をみると、平成 6年 8 月では、ダム建設前の水温より低い水温になると予測

される。 

【富栄養化】 

BOD の平均値をみると、ダム建設前の BOD が 0.2mg/L であるのに対し、ダム建設後の BOD は 0.3mg/L と

0.1mg/L 増加となり、ほとんど変化がない。BOD の環境基準値（河川 AA類型：1mg/L 以下）を超過する日

数についてダム建設前及びダム建設後で比較した結果は表4.14に示すとおりであり、ダム建設前は10ヵ

年で22日であるのに対し、ダム建設後は21日である。以上のことから、土地又は工作物の存在供用時に

おける富栄養化の影響は小さいと考えられる。 

表4.13  布里地点における存在供用時の予測結果 

(最大値、最小値及び平均値) 
単位:㎎/L 

ダム建設前 ダム建設後 
年 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 

10ヵ年ＳＳ 

平均値（ms/L） 200.0  1.0   3.8  199.9  0.4   3.3  

10ヵ年水温 

平均値（℃） 22.4  2.1  12.4  22.9  3.5  13.0  

10ヵ年 BOD 

平均値（㎎/L）  2.7  0.2   0.2   2.5  0.2   0.3  

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、モデルを用いて算出した値を示す｡ 
2.最大値、最小値及び平均値は、注）1.により算出した日々の値から10ヵ年の最大値、最小値及び平均値を求めたも
のである。 

表4.14  布里地点におけるSSと BOD の環境基準値超過日数 

単位:日 
年 ダム建設前 ダム建設後 

10ヵ年合計SS 76  67  

10ヵ年合計BOD 22 21  

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、デルを用いて算出した値の環境基準値超過日数示す｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4.12  布里地点における存在供用時の予測結果（上より水温、SS、BOD） 
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5．環境保全措置 

5.1 環境保全措置の項目 

環境保全措置の検討は、予測結果を踏まえ、環境影響がない又は小さいと判断される場合以外に行う。 

工事の実施においては、土砂による水の濁り及び水素イオン濃度の予測を行った。そのうち、水素イオ

ン濃度については、予測の結果から影響は小さいと判断されることから、環境保全措置の検討を行う項目

とはしない。 

また、土地又は工作物の存在及び供用においては、土砂による水の濁り、水温、富栄養化及び溶存酸素

量の予測を行った。そのうち、水温以外については、予測結果から影響は小さいと判断されることから、

環境保全措置の検討を行なう項目とはしない。 

環境保全措置の検討を行う項目を表5.1に示す。 

 

表5.1 環境保全措置の検討項目 

環境保全措置の検討 

項 目 予 測 結 果 の 概 要 
工事の実施 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

土砂による

水の濁り 

 工事の実施においては、非出水時にはダム建設中のSSは
ダム建設前とほとんど変化しないものの、出水時には工事の

実施に伴う濁水の発生により、ダム下流河川への影響が相当

程度見られると予測される。 

 土地又は工作物の存在及び供用においては、貯水池ではダ

ム建設後の SS（貯水池表層）はダム建設前の SS（河川水）
と比較して、最大値及び平均値は低い値になると予測され

る。 

 ダム下流河川では、ダム建設後の SSはダム建設前の SS
と比較して、予測を行なった期間の大部分の期間で減少しす

ることが予測されため、影響は小さいと考えられる。 

○ － 

水素イオン

濃度 
河川の緩衝能が十分大きく pH はほとんど変化しないと予
測されることから、影響は小さいと考えられる。 

－  

水温 

ダム建設後の貯水池表層水温は、ダム建設後と比較して概ね

高くなると予測される。また、平成 6年の渇水時には、冷水
放流が起こると予測される。 

 ダム下流河川では、温水放流の影響は田内地点まで起こ

り、冷水放流の影響は布里地点まで及ぶと予測され、影響が

生じると考えられる。 

 ○ 

富栄養化 

 貯水池予測モデルによると、ダム建設後のCOD及びクロ
ロフィル a は OECD の富栄養化基準では中栄養と判定さ
れ、T-N、T-P は 10 ヵ年平均値がダム建設前と比較して濃
度差は小さく、影響は小さいと考えられる。 

 ダム下流河川では、ダム建設後のBODはダム建設前と比
較してわずかに高くなるがその濃度差は小さく、環境基準の

超過件数もダム建設前と同様であるため、影響は小さいと考

えられる。 

 － 

溶存酸素量 
 ダム建設後の貯水池表層の DO は、ダム建設前と比較し
て濃度差は小さく、また、環境基準を上回るため、影響は小

さいと考えられる。 
 － 

注）○：影響がない又は小さいと判断される場合以外に該当するため、環境保全措置の検討を行う。 
－：影響がない又は小さいと判断されるため、環境保全措置の検討を行わない。 
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5.2 環境保全措置の検討 

5.2.1 工事の実施（土砂による水の濁り）の環境保全措置の検討 

工事中の濁水の要因は降雨時における建設発生土処理場や原石山等の裸地からの土砂流出が考えられ

る。このため環境保全措置として、SS低減効果が期待される沈砂池の設置について検討するものとする。 

環境保全措置として、工事中に発生する原石山予定地、土捨場予定地、工事用道路予定地、付替道路予

定地に沈砂池を設け、河川に流出するSS濃度を低減させる。沈砂池におけるSSの除去率は事業者が実施

した沈降実験結果を踏まえ80%とした。 

沈砂池を設置することにより、工事中の濁水の発生は現況と変わらないと考えられる。 

建設発生土処理場及び原石山等に設置する沈砂池の排水条件を以下に示す。 

 

沈砂池の排水条件 

1) 普段の沈砂池には常に水がある状態を想定し、裸地からの濁水が流入した場合は、1時間貯留後

にオーバーフローするものとした。 

2) オーバーフロー時の排水は流入濁水のSS濃度を 80%除去して放流するものとした。 

 

図5.1 沈砂池の構造の概要 

5.2.2 存在供用（水温）の環境保全措置の検討 

存在供用時には、冬場に発生する温水放流、夏場の利水補給による貯水量低下時に発生する冷水放流の

影響があると予測された。この環境影響を回避、低減するための環境保全措置としては、選択取水設備、

環境保全導水路、曝気循環設備を検討した。検討した環境保全措置の項目及び検討条件は以下のとおりで

ある。 

表5.2 存在供用時の水温の環境保全措置の比較結果の概要 

項目 
ａ.選択取水設備 ｂ.選択取水設備＋ 

曝気循環設備 
ｃ.選択取水設備＋ 
環境保全導水路 

ｄ.選択取水設備＋ 
曝気循環設備＋ 
環境保全導水路 

運転条件 
最低水位の E.L.377m か
ら表層の間で流入水温
に最も近い水温層から
取水する。 

4 月～7 月までを運転期
間とし、水深10mの位置
で曝気する。日平均流量
が 10m3/s 以上になった
場合には、運転を一時中
止し、10m3/s未満となっ
た時に平常操作に切り
替える。 
選択取水設備は a と同
様 

導水期間は選択取水位
置が最低水位となった
時期から翌 3 月までと
する。 
選択取水設備は a と同
様 

ａ,ｂ,ｃの各施設の運
用方法と同様。 

施工方法 
ダム本体上において施
工する。 

試験湛水前にダムサイ
トから 500m の位置に 1
基設置する。 
選択取水設備はａと同
様 

E.L.440m の湛水域の末
端に堰を設け、現況道路
沿いに送水管を設置す
る。 
選択取水設備はａと同
様 

ａ,ｂ,ｃ各施設の施工
方法と同様 

管理上の問題点
特に問題はない。 流入河川から降雨に伴

う濁水が流入した場合
は運転を中断する。 
選択取水設備はａと同
様 

流入端と放流端のメン
テナンスが随時必要に
なる。 
選択取水設備はａと同
様 

ｂ,ｃの管理上の問題
点と同様 

ダム下流河川に
おける水温への
影響の緩和 

選択取水の実施により、
ダム下流河川の水温変
化は、低減されるもの
の、依然として、冬場の
温水放流及び平成 6 年
の渇水時における冷水
放流の影響が見られて
おり、下流河川における
水温への影響は緩和さ
れていない。 

選択取水と曝気循環施
設の実施により、ダム下
流河川の水温の変化は、
低減されるものの、依然
として、冬場の温水放流
の影響が見られており、
下流河川における水温
への影響は緩和されて
いない。 

選択取水と環境保全導
水の実施により、ダム下
流河川の水温の変化は、
低減されるものの、依然
として、平成6年の渇水
時の冷水放流が見られ
ており、下流河川におけ
る水温への影響は緩和
されていない。 
 

選択取水、曝気循環設
備と環境保全導水を合
わせて運用すること
で、冬場の温水放流及
び渇水時の冷水放流の
影響は緩和される。 
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１） 選択取水設備 

選択取水設備については、流入水温に追随し、最低水位の E.L.377m の深さまで取水可能なタイプとし

た。なお、選択取水設備の取水量は23m3/s とした。選択取水設備の運用のフローを図5.2に示す。 

START

ダム流入量＜

10m
3
/s

(平常時)

Ho=max（Ht,Hw）
取水可能範囲内でHtとHwを比較し、標高が高い方から取水する。

Ht：SS≦10mg/Lを満たす範囲内で、最も低い標高。

　　なお、範囲が複数存在する場合は、このうち最も高い標高とする。

Hw：目標放流水温の標高。

Ho：取水標高

現在位置から取水

(1)目標放流水温
　　・目標放流水温を設定する。

　　・取水可能範囲で目標値以上を満たす標高から取水する。(⑨)

　　・目標放流水温値以上を満たさない場合は、

　　　1)取水可能範囲の水温が目標水温よりも高い時は、濁度を満足する範囲

      　で最も低い層から取水する。（⑩)

　　　2)取水可能範囲の水温が目標水温よりも低いときは、表層から取水する。

　　　　(⑧）

　　・出水時は目標放流水温は適用しない。(③)

(2)濁度基準

　　・放流水のSS基準をSS≦10mg/Lとし、これを上回らない

　　　ように設備の操作を行う。

　　・濁度基準を満たさない場合は、表層から取水する。(⑤)

　　・出水時は濁度基準は適用しない。(③)

(3)出水時

　　・ダム流入量の日平均流量≧10m
3
/sとなった時を出水時とする。(②)

　

(4)取水可能範囲

　　・取水可能最低水位はEL.377である。

取水可能範囲で放流水
温の目標値以上を満た

す範囲がある

取水可能範囲で
SS≦10mg/Lの範囲

がある
表層取水

表層取水

①

選択取水設備運用フロー図

②

③
(出水時)

YES

NO

④

NO

⑤

⑥ ⑧

NO

YES

⑨

取水可能範囲の水温が
目標水温よりも高い

⑦

NO

YES

濁度を満足する範囲で最も低
い層から取水する

⑩

YES

 

図5.2   選択取水設備の運用フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5.3  選択取水設備の構造概要 

２） 曝気循環設備 

曝気循環設備については、水位に追随が可能なものとし、曝気位置は水面から10mした。なお、一般に

曝気循環設備は15ｍ水深で湛水面積あたり3,700L/分を能力の目安にされている。設楽ダムでは常時満水

位の湛水面積が 2.55km2で曝気水深は 10ｍと浅く、効果が低いことから、約 1.5 倍の能力を持つ 5,700L/

分のタイプを１基とし、ダムサイトから500m の地点にて運用するものとした。 

表5.3  曝気循環設備の検討条件 

運 転 期 間 運    転    方    法 

開始時 4月 1日 ①平常時開始する。 

平常時 

日平均流量＜10m3/s 
曝気水深 10m 

出水時 

日平均流量≧10m3/s 

①日平均流量≧10m3/sとなった時を出水時とし、運転を一時停止

する。 

再開時 

日平均流量＜10m3/s 

①日平均流量＜10m3/s となったとき。 

②出水終了後は平常時操作へ切り替える。 

終了時 7月 31日 ①原則として運転を終了させる。 

〈備考〉 
・出水時はダム流入量で日平均流量≧10m3/sとし、平常時は日平均流量＜10m3/sとする。 
・運転期間は貯水池の状況に応じて変更可能とする。 
・貯水位が常時満水位から20m以上低下する渇水時には高水温層を確保するため8月も運用する。

ただし、渇水時の運転期間中に貯水位の回復、水温の上昇が見られる場合は運用を停止する。 

             写真1  浅層曝気施設の概観 

 

 

出典：河川 2005 12月号 P47より 
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３） 環境保全導水路 

環境保全導水路については、呑口位置は、常時満水位以上となる大名倉橋の上流地点とし、吐口位置は、

ダム堤体とした。敷設を現況道路高とすると、送水管の延長は、約4kmとなる。呑口標高は常時満水位以

上の E.L.440m、吐口標高はダム堤体地点の現況道路高の E.L.337m、管路勾配は 1/40 とする。呑口部は、

コンクリート堰堤から直接取水するものとし、取水深は2mとする。送水管は、コンクリート360度巻き、

管径800mm とした。 

環境保全導水路の検討条件を表5.4に示す。 

 

表5.4   環境保全導水路の概要及び検討方法 

導水条件 内 容 

取水地点 豊川本川の貯水予定区域上流端  EL.440m 

放流地点 ダム堤体直下流  EL.337m 

導水距離 約 4km 

導水管径 800mm（360°コンクリート巻） 

導水開始時期 
選択取水設備の取水水深が最低水位の EL.377m となった

時期から開始 

導水終了時期 
表層取水の予測結果から温水放流の影響がすべての年で

なくなる3月末で終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.4 
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5.3 環境保全措置効果 

5.3.1 存在及び供用（水温） 

ダム建設後、表層取水を実施した場合、毎年の温水放流発生（特に平成 6 年、平成 9 年の温水放流）、

平成6年における渇水補給による冷水放流の発生が予測された。 

このことから、環境保全措置として水温の対策を重点に検討することとした。 

① 環境保全対策の実施結果概要 

以上の冷・温水放流を防ぐ為の環境保全対策の検討を行った。 

温水放流の環境保全措置として考えられる対策は、選択取水、環境保全導水路が挙げられる。 

冷水放流の環境保全措置として考えられる対策は、選択取水、曝気循環設備が挙げられる。 

 

（温水放流対策） 

・選択取水設備、環境保全導水路 

（冷水放流対策） 

・選択取水設備、曝気循環設備 

 

 環境保全措置としては、温水放流および冷水放流の対策として考えられる選択取水設備による対策を

優先して検討した。 

 次に、ほぼ毎年発生している温水放流の対策として考えられる環境保全導水路を検討した。 

 最後に、平成6年の渇水時に発生する冷水放流の対策として曝気循環設備を検討した。 

（環境保全措置の優先順位） 

① 選択取水設備 

② 環境保全導水路 

③ 曝気循環設備 

 

② 環境保全対策の効果 

環境保全対策として表5.6に示すよう、選択取水設備、選択取水設備の最低水位の変更、曝気循環設備

の設置、環境保全導水路の設置について検討を行った。 

その結果、選択取水設備、環境保全導水路及び曝気循環設備により事業者の実行可能な範囲で水温への

影響を低減できると考えられる。また、その他の水質（SS、富栄養化および溶存酸素量）への影響は見ら

れなかった。 

表 5.6  検討ケースとその効果 

保全対策 効果  ケース

№ 目標水温 取水方式 最低取水 曝気 導水 備考 温水 冷水 

対策なし
ケース

0 
－ 表層  × × 表層取水 × × 

温水及び

冷水対策

ケース

1 
本川 選択 EL.377m × × 選択取水 × × 

温水対策
ケース

2 
本川 選択 EL.377m × ○ 

ケース1に環境保全導水

路を追加 
○ × 

冷水対策
ケース

3 
本川 選択 EL.377m ○ × ケース1に曝気を追加 × ○ 

最終案 
ケース

4 
本川 選択 EL.377m ○ ○ 

ケース1に環境保全導水

路と爆気を追加 
○ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.7 検討フロー図 

水質予測結果（表層取水）

＜冷・温水対策＞

選択取水設備での予測結果

（冷・温水放流の発生）

土砂による水の濁り

（影響は小さい）

水温

（冷・温水放流の発生）

（環境保全措置の検討が必要と考えられるもの）

富栄養化
（影響は小さい）

溶存酸素量

（影響は小さい）

＜温水対策＞

選択取水＋環境保全導水の検討結果
（温水放流の影響はほぼ解消、冷水放流の発生）

＜冷水対策＞

選択取水＋爆気の検討結果
（冷水放流の影響はほぼ解消温水放流の発生）

＜冷・温水対策＞

選択取水＋環境保全導水爆気の検討結果
（冷・温水放流の影響はほぼ解消）

環境保全措置の実施に伴い、他の水質への影響は無いか確認

水質予測結果（表層取水）

＜冷・温水対策＞

選択取水設備での予測結果

（冷・温水放流の発生）

土砂による水の濁り

（影響は小さい）

水温

（冷・温水放流の発生）

（環境保全措置の検討が必要と考えられるもの）

富栄養化
（影響は小さい）

溶存酸素量

（影響は小さい）

＜温水対策＞

選択取水＋環境保全導水の検討結果
（温水放流の影響はほぼ解消、冷水放流の発生）

＜冷水対策＞

選択取水＋爆気の検討結果
（冷水放流の影響はほぼ解消温水放流の発生）

＜冷・温水対策＞

選択取水＋環境保全導水爆気の検討結果
（冷・温水放流の影響はほぼ解消）

環境保全措置の実施に伴い、他の水質への影響は無いか確認
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設楽ダム水環境影響評価    ・戦後最大規模の渇水年である平成 6年を含む平成 2年から平成 11年の流況等を対象に、鉛直二次元モデルにより水質予測を実施（表層取水によるダム運用） 

                            ・設楽ダムの課題       
 

【表層取水ケース 0：平成 6年（放流水温）】                                 【表層取水ケース 0：平成 9年（放流水温）】 
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                     ・流入水温に応じた選択取水の運用（選択取水最低水位E.L.377m）     

 
【ケース 1：平成 6年（放流水温）】 
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【ケース 1：平成 9年（放流水温）】 
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図5.8(1) 設楽ダム水環境検討フロー 

・ 特に、平成 6年夏期の冷水放流の影響 
・ 冬期の高温水放流の影響 

凡例 
       対策前 
       対策後 

温水放流 

冷水放流 

温水放流 

温水放流 

   貯水位 
   取水位置 □ 

温水・冷水水放流影響の低減 
（選択取水位） 

温水放流解消 温水放流改善 
温水放流改善 

温水放流改善 温水放流解消 温水放流解消 

・温水放流が若干改善されるが、平成 6年は 10月、平成 9年は 12月に 10ヶ年最高水温を上回
る温水放流になると予測される。 
・平成 6年の 8月は 10ヵ年最低水温を下回る冷水放流になると予測される。 
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                ・ダム上流流入水を用いた環境保全導水による高温水放流の改善策    ・選択取水のみで押さえきれなかった高水温放流がほぼ解消されると予測される。 

 

【ケース 2：平成 6年（放流水温）】 
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【ケース 2：平成 9年（放流水温）】 
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図5.8(2) 設楽ダム水環境検討フロー 

凡例 
       対策前 
       対策後 

温水放流影響の低減 
（環境保全導水） 

選択取水による対策では、 

・ 温水放流の期間は短縮されるが、依然として冬季に温水放流が生じると予測される。 

・ 平成6年の冷水放流は、発生する期間は短縮されるがいぜんとして10ヵ年の水温変動幅を下回ると予測される。 

平成6年の温水放流も
ほぼ解消 

平成9年の温水放流も
ほぼ解消 

   貯水位 
   取水位置 □ 
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     【ケース 3：平成 6年（放流水温）】 
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設楽ダム温水・冷水対策（最終案）          流入水温見合いの選択取水（選択取水最低水位EL.377m）+環境保全導水路+曝気循環設備  

 

 

 
【ケース 4：平成 6年（選択取水位 377m）（放流水温）】 
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図5.8(3)設楽ダム水環境検討フロー 

・選択取水と環境保全導水路で発生していた冷水放流はほぼ解消される。 

   貯水位 
   取水位置 □ 

冷水放流影響の低減 
（曝気） 

凡例 
       対策前 
       対策後 

・選択取水、環境保全導水、曝気により温水放流と冷水放流の影響は事業者の実行可能な範囲内で低減できると考えられる。 

環境保全措置の最終案 

・曝気による上層の水温平滑化による高水温層の形成で冷水放流の改善。 
 （曝気期間 4月～7月、渇水時は 8月も継続、曝気水深 10m） 

平成6年の冷水放流も
ほぼ解消 
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環境保全措置の実施に伴い生ずる恐れのあるその他の水質への影響 

 

 

   SSへの影響の確認  ・ダム上流流入水を用いた環境保全導水)による濁水放流の改善策   ・平成 6 年 9 月末の出水によって 25㎎/Lを超える日数は 1日増加すると予測され濁水放流はわずかであり影響は 

小さいと考えられる。 

                     

【平成 6年の SSへの影響（ダム放流水の SS）】 
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   富栄養化への影響確認  ・ダム建設後温水・冷水対策（案）実施による富栄養化検討 

 

 

【ケース 0：平成 6年（表層クロロフィルａ）】                          【ケース 4：平成 6年（表層クロロフィルａ）】 

0

5

10

15

20

25

H6/1 H6/2 H6/3 H6/4 H6/5 H6/6 H6/7 H6/8 H6/9 H6/10 H6/11 H6/12

C
h
l-
a（
μ
g/
L
）

ダム建設後

ダム建設前

 

0

5

10

15

20

25

H6/1 H6/2 H6/3 H6/4 H6/5 H6/6 H6/7 H6/8 H6/9 H6/10 H6/11 H6/12

C
hl
-a
（μ
g/
L
）

ダム建設後

ダム建設前

 
 

 

 

図5.8(4) 設楽ダム水環境検討フロー 

 

・ ダム湖内表層のクロロフィルａの年最大値が 10.8μg/L、平均値が 3.9μg/Lで、OECDの栄養度区分に
よると中栄養化すると予測される（富栄養化しないと予測される）。 

凡例 
       対策前 
       対策後 

    ダム建設前 
    ダム建設後（ケース0）
    ダム建設後（ケース4）
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１） 設楽ダム貯水池地点 

土地又は工作物の存在及び供用に係わる水温、土砂による水の濁り及び富栄養化の影響について,平成 2～11

年の流況等を用いて予測した結果を表5.8、5.9 及び図 5.8に示す｡ 

【水温】 

水温の平均値を見ると、ダム建設前の水温が 10.4℃であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしの水温は

13.1℃となり2.7℃増加し、環境保全処置ありの水温は11.5℃となり、1.1℃増加する。予測結果をみると、ダ

ム建設後の水温はダム建設前に比べて高くなる傾向が見られるが、環境保全措置の実施により、ダム建設前と

の水温差は小さくなっている。また、平成 6 年 8 月では、ダム建設前の水温より低い水温になると予測される

が、環境保存措置の実施により、概ね10ヵ年の水温の変動幅に収まると予測される。 

以上のことより、環境保全措置の実施により水温への影響は回避、低減できたと判断した。 

【土砂による水の濁り】 

SSの平均値をみると、ダム建設前のSSが 3.3mg/L であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしのSSは 1.

2mg/L となり 2.1mg/L 減少し、環境保全処置ありのSSは 2.2mg/L となり、1.1mg/L 減少する。SSの環境基準値

（河川AA類型：25mg/L以下）を超過する日数についてダム建設前及びダム建設後で比較した結果は表5.9に示

すとおりであり、ダム建設前は10ヵ年で46日であるのに対し、ダム建設後環境保全措置なしは16日、環境保

全処置ありは8日である。 

以上のことより、環境保全措置の実施による土砂による水の濁りへの影響は小さいと考えられる。 

【富栄養化】 

T-N の平均値をみると、ダム建設前の T-N が 0.59mg/L であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしの T-N

は 0.43mg/L となり 0.16mg/L 減少し、環境保全処置ありのT-Nは 0.46mg/L となり、0.13mg/L 減少する。 

T-Pの平均値をみると、ダム建設前のT-Pが 0.027mg/L であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしのT-P

は 0.020mg/L となり 0.007mg/L 減少し、環境保全処置ありのT-Pは 0.021mg/L となり、0.006mg/L 減少する。 

COD の平均値をみると、ダム建設前の COD が 1.9mg/L であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしの COD

は 2.4mg/L となり 0.5mg/L 増加し、環境保全処置ありのCODは 2.3mg/L となり、0.4mg/L 増加する。 

Chl-a の平均値をみると、ダム建設前の Chl-a が 1.0μg/L であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしの

Chl-aは 4.9μg/Lとなり3.9μg/L増加し、環境保全処置ありのChl-aは 3.9μg/Lとなり、2.9μg/L増加する。 

以上のことより、環境保全措置の実施による富栄養化への影響は小さいと考えられる。 

【溶存酸素量】 

DOの平均値をみると、ダム建設前のDOが 11.5mg/L であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしのDOは 1

0.0mg/L となり 1.5mg/L 減少し、環境保全処置ありのDOは 9.8mg/L となり、1.7mg/L 減少する。 

以上のことより、環境保全措置の実施による溶存酸素量への影響は小さいと考えられる。 

 

 

 

表 5.7   OECD の富栄養化基準 

T-P の 

年間平均値

Chl-a の 

年間平均値 

Chl-a の 

ピーク値 

透視度の 

年間平均値 

年間における 

透視度の最小値

 

mg/L μg/L m 

極貧栄養 ≦0.004 ≦1.0 ≦2.5 ≧12.0 ≧6.0 

貧栄養 ≦0.01 ≦2.5 ≦8.0 ≧6.0 ≧3.0 

中栄養 0.01-0.035 2.5-8 8-25 6-3 3-1.5 

富栄養 0.035-0.1 8-25 25-75 3-1.5 1.5-0.7 

過栄養 ≧0.1 ≧25 ≧75 ≦1.5 ≦0.7 
出典：OECD Cooperative Programme on Monitoring of Inland Waters.  Vollenweider, R.A.&J.Kerekes,Synthesis 

Report(1980)18) 

 

表5.8  設楽ダム貯水池地点における存在供用時の予測結果 

(最大値、最小値及び平均値) 

ダム建設前 
ダム建設後 

（環境保全措置なし） 

ダム建設後 

（環境保全措置なし） 年 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 

10ヵ年水温平均値（℃） 20.1 0.1 10.4  23.3  4.7  13.1 20.2 2.3 11.5 

10ヵ年SS平均値（ms/L） 63.7 1.5 3.3  31.6  0.0  1.2 35.4 0.3 2.2 

10ヵ年T-N平均値（㎎/L） 2.79 0.39 0.59  0.58  0.30  0.43 0.57 0.34 0.46 

10ヵ年T-P平均値（㎎/L） 0.074 0.018 0.027  0.039  0.012  0.020 0.037 0.014 0.021 

10ヵ年COD平均値（㎎/L） 8.4 1.6 1.9  3.3  1.3  2.4 3.4 1.4 2.3 

10ヵ年Chl-a平均値（μg/L） 1.0 1.0 1.0  9.1  1.4  4.9 8.6 1.4 3.9 

10ヵ年DO平均値（㎎/L） 14.3 9.4 11.5 12.1 8.6 10.0 11.626 9.803 9.803 

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、モデルを用いて算出した値を示す｡ 
2.最大値、最小値及び平均値は、注）1.により算出した日々の値から10ヵ年の最大値、最小値及び平均値を求めたも
のである。 
 

表5.9  設楽ダム貯水池地点におけるSSと BOD の環境基準値超過日数 

単位:日 

年 ダム建設前 
ダム建設後 

（環境保全措置なし） 

ダム建設後 

（環境保全措置あり）

10ヵ年SS合 計 46 16  8  

10ヵ年DO合 計  0  0 0 

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、モデルを用いて算出した値の環境基準値超過日数示す｡ 
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図5.9 (1) 設楽ダム貯水池地点における存在供用時の予測結果（平成６年 上より水温、SS、COD、Chl-a） 
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図5.9(2)  設楽ダム貯水池地点における存在供用時の予測結果（平成６年 上より総窒素、総燐、溶存酸素量） 
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２）下流河川 

①砂見地点 

土地又は工作物の存在及び供用に係わる水温、土砂による水の濁り及び富栄養化の影響について,平成 2

～11年の流況等を用いて予測した結果を表5.10、5.11 及び図 5.１0に示す｡ 

【水温】 

水温の平均値を見ると、ダム建設前の水温が10.5℃であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしの水

温は 13.1℃となり 2.6℃増加し、環境保全処置ありの水温は 11.5℃となり、1.0℃増加する。予測結果を

みると、ダム建設後の水温はダム建設前に比べて高くなる傾向が見られるが、環境保全措置の実施により、

ダム建設前との水温差は小さくなっている。また、平成6年 8月では、ダム建設前の水温より低い水温に

なると予測されるが、環境保存措置の実施により、概ね10ヵ年の水温の変動幅に収まると予測される。 

以上のことより、環境保全措置の実施により水温への影響は回避、低減できると考えられる。 

【土砂による水の濁り】 

SSの平均値をみると、ダム建設前のSSが 3.3mg/L であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしのSS

は 1.2mg/L となり 2.1mg/L 減少し、環境保全処置ありの SS は 2.1mg/L となり、1.2mg/L 減少する。SS の

環境基準値（河川 AA 類型：25mg/L 以下）を超過する日数についてダム建設前及びダム建設後で比較した

結果は表 5.11 に示すとおりであり、ダム建設前は 10 ヵ年で 42 日であるのに対し、ダム建設後環境保全

措置なしは15日、環境保全処置ありは6日である。 

以上のことより、環境保全措置の実施による土砂による水の濁りへの影響は小さいと考えられる。 

【富栄養化】 

BOD の平均値をみると、ダム建設前の BOD が 0.3mg/L であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしの

BODは 0.5mg/L となり 0.2mg/L 増加し、環境保全処置ありのBODは 0.4mg/Lとなり、0.1mg/L 増加する。B

OD の環境基準値（河川 AA 類型：1mg/L 以下）を超過する日数についてダム建設前及びダム建設後で比較

した結果は表5.11に示すとおりであり、ダム建設前は10ヵ年で3日であるのに対し、ダム建設後環境保

全措置なしは0日、環境保全処置ありは0日である。 

以上のことより、環境保全措置の実施による富栄養化への影響は小さいと考えられる。 

 

表5.10 砂見地点における存在供用時の予測結果(最大値、最小値及び平均値) 

ダム建設前 ダム建設後（環境保全措置なし） ダム建設後（環境保全措置あり） 
年 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 

10ヵ年ＳＳ 

平均値（ms/L） 73.5  1.4  3.3  30.2  0.1  1.2  32.7  0.3 2.1 

10ヵ年水温 

平均値（℃） 20.2  1.0  10.5  23.4  4.7  13.1  20.3  2.4 11.5 

10ヵ年 BOD 

平均値（㎎/L） 1.7  0.2  0.3  0.7  0.3  0.5  0.7  0.3 0.4 

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、モデルを用いて算出した値を示す｡ 
2.最大値、最小値及び平均値は注）1.によ出した日々の値から10ヵ年の最大値、最小値及び平均値を求めたものである。

 

表5.11   砂見地点におけるSSと BOD の環境基準値超過日数 

              単位:日 

年 ダム建設前 
ダム建設後 

（環境保全措置なし） 

ダム建設後 

（環境保全措置あり）

10ヵ年SS 合 計 42  15  6  

10ヵ年BOD合 計 18  0  0  

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、デルを用いて算出した値の環境基準値超過日数示す｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図5.10 砂見地点における存在供用時の予測結果（平成６年の流況等による） 
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②田内地点 

土地又は工作物の存在及び供用に係わる水温、土砂による水の濁り及び富栄養化の影響について,平成 2

～11年の流況等を用いて予測した結果を表5.12、5.13 及び図 5.11 に示す｡ 

【水温】 

水温の平均値を見ると、ダム建設前の水温が10.9℃であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしの水

温は 13.1℃となり 2.2℃増加し、環境保全処置ありの水温は 11.9℃となり、1.0℃増加する。予測結果を

みると、環境保全措置の実施により、ダム建設前との水温差は小さくなっている。また、平成6年 8月で

は、ダム建設前の水温より低い水温になると予測されるが、環境保存措置の実施により、概ね 10 ヵ年の

水温の変動幅に収まると予測される。 

以上のことより、環境保全措置の実施により水温への影響は回避、低減できると考えられる。 

【土砂による水の濁り】 

SSの平均値をみると、ダム建設前のSSが 3.0mg/L であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしのSS

は 1.3mg/Lとなり 1.7 mg/L 減少し、環境保全処置ありのSSは 2.0mg/L となり、1.0mg/L減少する。SSの

環境基準値（河川 AA 類型：25mg/L 以下）を超過する日数についてダム建設前及びダム建設後で比較した

結果は表 5.13 に示すとおりであり、ダム建設前は 10 ヵ年で 34 日であるのに対し、ダム建設後環境保全

措置なしは7日、環境保全処置ありは6日である。 

以上のことより、環境保全措置の実施による土砂による水の濁りへの影響は小さいと考えられる。 

【富栄養化】 

BOD の平均値をみると、ダム建設前の BOD が 0.3mg/L であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしの

BOD は 0.4mg/L となり 0.1mg/L 増加し、環境保全処置ありの BOD は 0.4mg/L となり、変化がない。BOD の

環境基準値（河川AA類型：1mg/L 以下）を超過する日数についてダム建設前及びダム建設後で比較した結

果は表 5.13 に示すとおりであり、ダム建設前は 10 ヵ年で 11 日であるのに対し、ダム建設後環境保全措

置なしは0日、環境保全処置ありは0日である。 

以上のことより、環境保全措置の実施による富栄養化への影響は小さいと考えられる。 

表5.12   田内地点における存在供用時の予測結果 

(最大値、最小値及び平均値) 
                                                     単位：mg/L 

ダム建設前 ダム建設後（環境保全措置なし） ダム建設後（環境保全措置あり）
年 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 

10ヵ年ＳＳ 

平均値（ms/L） 20.9 1.1 10.9 23.4 4.4 13.1 21.0 2.8 11.9 

10ヵ年水温 

平均値（℃） 65.2 1.3 3.0 31.4 0.1 1.3 32.1 0.3 2.0 

10ヵ年 BOD 

平均値（㎎/L） 1.1 0.2 0.3 0.6 0.2 0.4 0.6 0.2 0.4 

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、モデルを用いて算出した値を示す｡ 
2.最大値、最小値及び平均値は、注）1.により算出した日々の値から 10 ヵ年の最大値、最小値及び平均値を求めたもの
である。 
 

 

表5.13  田内地点におけるSSと BOD の環境基準値超過日数 

                  

単位:日 

年 ダム建設前 
ダム建設後 

（環境保全措置なし） 

ダム建設後 

（環境保全措置あり）

10ヵ年合計SS 34 7 6 

10ヵ年合計BOD 11 0 0 

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、デルを用いて算出した値の環境基準値超過日数示す｡ 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

図5.11 田内地点における存在供用時の予測結果（平成６年の流況等による） 
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③源氏橋地点 

土地又は工作物の存在及び供用に係わる水温、土砂による水の濁り及び富栄養化の影響について,平成 2

～11年の流況等を用いて予測した結果を表5.14、5.15 及び図 5.12 に示す｡ 

【水温】 

水温の平均値を見ると、ダム建設前の水温が12.0℃であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしの水

温は13.0℃となり1.0℃増加し、環境保全処置ありの水温は0.4℃となり、0.4℃増加する。予測結果をみ

ると、環境保全措置の実施により、ダム建設前との水温差は小さくなっている。また、平成6年 8月では、

ダム建設前の水温より低い水温になると予測されるが、環境保存措置の実施により、概ね 10 ヵ年の水温

の変動幅に収まると予測される。 

以上のことより、環境保全措置の実施により水温への影響は回避、低減できると考えられる。 

【土砂による水の濁り】 

SSの平均値をみると、ダム建設前のSSが 2.6mg/L であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしのSS

は 1.8mg/Lとなり 0.8 mg/L 減少し、環境保全処置ありのSSは 2.1mg/L となり、0.5mg/L減少する。SSの

環境基準値（河川 AA 類型：25mg/L 以下）を超過する日数についてダム建設前及びダム建設後で比較した

結果は表 5.15 に示すとおりであり、ダム建設前は 10 ヵ年で 35 日であるのに対し、ダム建設後環境保全

措置なしは28日、環境保全処置ありは28日である。 

以上のことより、環境保全措置の実施による土砂による水の濁りへの影響は小さいと考えられる。 

【富栄養化】 

BOD の平均値をみると、ダム建設前の BOD が 0.2mg/L であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしの

BOD は 0.3mg/L となり 0.1mg/L 増加し、環境保全処置ありの BOD は 0.3mg/L となり、変化がない。BOD の

環境基準値（河川AA類型：1mg/L 以下）を超過する日数についてダム建設前及びダム建設後で比較した結

果は表5.15に示すとおりであり、ダム建設前は10ヵ年で6日であるのに対し、ダム建設後環境保全措置

なしは2日、環境保全処置ありは2日である。 

以上のことより、環境保全措置の実施による富栄養化への影響は小さいと考えられる。 

表5.14   源氏橋地点における存在供用時の予測結果 

(最大値、最小値及び平均値) 
                                                   単位：mg/L 

ダム建設前 ダム建設後（環境保全措置なし） ダム建設後（環境保全措置あり）
年 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 

10ヵ年ＳＳ 

平均値（ms/L） 75.1 1.1 2.6 62.7 0.3 1.8 62.6 0.5 2.1 

10ヵ年水温 

平均値（℃） 22.0 1.6 12.0 23.0 3.7 13.0 22.0 2.9 12.4 

10ヵ年 BOD 

平均値（㎎/L） 1.0 0.2 0.2 0.7 0.2 0.3 0.7 0.2 0.3 

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、モデルを用いて算出した値を示す｡ 
2.最大値、最小値及び平均値は、注）1.により算出した日々の値から10 ヵ年の最大値、最小値及び平均値を求めたもの
である。 
 

 

表5.15  源氏橋地点におけるSSと BOD の環境基準値超過日数 

                                      単位:日 

年 ダム建設前 
ダム建設後 

（環境保全措置なし） 

ダム建設後 

（環境保全措置あり）

10ヵ年合計SS 35  28  28  

10ヵ年合計BOD  6   2   2  

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、デルを用いて算出した値の環境基準値超過日数示す｡ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5.12 源氏橋地点における存在供用時の予測結果（平成６年の流況等による） 
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④布里地点 

土地又は工作物の存在及び供用に係わる水温、土砂による水の濁り及び富栄養化の影響について,平成 2

～11年の流況等を用いて予測した結果を表5.16、5.17 及び図 5.13 に示す｡ 

【水温】 

水温の平均値を見ると、ダム建設前の水温が12.4℃であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしの水

温は 13.0℃となり 0.6℃増加し、環境保全処置ありの水温は 12.7℃となり、0.3℃増加する。予測結果を

みると、環境保全措置の実施により、ダム建設前との水温差は小さくなっている。また、平成6年 8月で

は、ダム建設前の水温より低い水温になると予測されるが、環境保存措置の実施により、概ね 10 ヵ年の

水温の変動幅に収まると予測される。 

以上のことより、環境保全措置の実施により水温への影響は回避、低減できると考えられる。 

【土砂による水の濁り】 

SSの平均値をみると、ダム建設前のSSが 3.8mg/L であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしのSS

は 3.3mg/Lとなり 0.5 mg/L 減少し、環境保全処置ありのSSは 3.6mg/L となり、0.2mg/L減少する。SSの

環境基準値（河川 AA 類型：25mg/L 以下）を超過する日数についてダム建設前及びダム建設後で比較した

結果は表 5.17 に示すとおりであり、ダム建設前は 10 ヵ年で 76 日であるのに対し、ダム建設後環境保全

措置なしは67日、環境保全処置ありは69日である。 

以上のことより、環境保全措置の実施による土砂による水の濁りへの影響は小さいと考えられる。 

【富栄養化】 

BOD の平均値をみると、ダム建設前の BOD が 0.2mg/L であるのに対し、ダム建設後環境保全処置なしの

BOD は 0.3mg/L となり 0.1mg/L 増加し、環境保全処置ありの BOD は 0.2mg/L となり、変化がない。BOD の

環境基準値（河川AA類型：1mg/L 以下）を超過する日数についてダム建設前及びダム建設後で比較した結

果は表 5.17 に示すとおりであり、ダム建設前は 10 ヵ年で 22 日であるのに対し、ダム建設後環境保全措

置なしは21日、環境保全処置ありは21日である。 

以上のことより、環境保全措置の実施による富栄養化への影響は小さいと考えられる。 

表5.16   布里地点における存在供用時の予測結果 

(最大値、最小値及び平均値) 
                                                    単位：mg/L 

ダム建設前 ダム建設後（環境保全措置なし） ダム建設後（環境保全措置あり）
年 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 

10ヵ年ＳＳ 

平均値（ms/L） 200.0  1.0  3.8  199.9  0.4  3.3  199.8  0.5  3.6  

10ヵ年水温 

平均値（℃） 22.4  2.1  12.4  22.9  3.5  13.0  22.3  3.0  12.7  

10ヵ年 BOD 

平均値（㎎/L） 2.7  0.2  0.2  2.5  0.2  0.3  2.5  0.2  0.2  

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、モデルを用いて算出した値を示す｡ 
2.最大値、最小値及び平均値は、注）1.により算出した日々の値から 10 ヵ年の最大値、最小値及び平均値を求めたもの
である。 
 

 

表5.17  布里地点におけるSSと BOD の環境基準値超過日数 

                                        単位:日 

年 ダム建設前 
ダム建設後 

（環境保全措置なし） 

ダム建設後 

（環境保全措置あり）

10ヵ年合計SS 76  67  69  

10ヵ年合計BOD 22 21  21  

注）1.ダム建設前及びダム建設後の水質は、デルを用いて算出した値の環境基準値超過日数示す｡ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5.13 布里地点における存在供用時の予測結果（平成６年の流況等による） 
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水質の予測結果から、布里地点において設楽ダムの建設による影響は低減されていると考えられる。 

また、計算結果からダム建設前後の布里地点における年間のSS及び BODの負荷量の変化を図5.13に示

す。 

各年の SS 及び BOD の負荷量の変化に比べ、ダム建設前後の負荷量に大きな変化はなく、布里地点にお

いてダム事業における影響はおおむね解消されていると考えられる。 

このことから、設楽ダム建設による影響を把握するための調査地域および予測地域としては、布里地点

までで妥当であると考えられる。 
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図5.14 布里地点における存在供用時の予測結果（SS、BODの年間負荷量） 

5.20 環境保全措置の検討結果 

工事の実施における土砂による水の濁りに対する環境保全措置の検討の結果を表5.18 に示す。 

表5.18   工事の実施における環境保全措置 

項目 環境影響 環境保全措置の方針 環境保全措置 環境保全措置の効果 

水

質

水
の
濁
り 

土
砂
に
よ
る 

ダム下流河川

において土砂に

よる水の濁りの

上昇が生じる。

ダム下流河川にお

いて土砂による水の

濁りの影響を低減す

る。 

○沈砂池の設置 

建設発生土処理場、

原石山、工事用道路、

付替道路の施工箇所に

沈砂池を設置。 

沈砂池を設置することに

より、降雨時においてもダム

建設前の SS と同程度に抑え

られる等、事業者の実行可能

な範囲内で環境への影響は

できる限り回避、低減されて

いると考えられる。 

 

土地又は工作物の存在及び供用における水温に対する環境保全措置の検討の結果を表5.19 に示す。 

 

表5.19   土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置 

項目 環境影響 
環境保全措置 

の方針 
環境保全措置 環境保全措置の効果 

水

質

水 
温 

ダム建設後の

運用により冬季

に設楽ダム下流

において水温の

上昇が生じる。ま

た、夏場の利水補

給による貯水量

低下時にしたら

ダム下流におい

て水温の低下が

生じる。 

ダム下流河川

において水温の

上昇及び低下の

影響を低減する。

○流入水温に応じた選択取水 

設楽ダム貯水池に選択取水設

備を設置し、流入水温に応じた

取水 

○環境保全導水路 

豊川本川の設楽ダム貯水予定

区域上流端から取水しダム堤体

下流に放流する環境保全導水路

を設置 

○曝気循環施設 

設楽ダム貯水池に曝気循環施

設を設置し、温水層を可能な限り

確保 

選択取水設備、環境保全

導水路、曝気循環施設を

実施することにより、ダ

ム建設前と同程度の水温

で放流できることから、

事業者の実行可能な範囲

内で環境への影響は回

避・低減されているもの

と考えられる。 
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図5.15（１） ダム建設前、ダム建設後のSSの変化（設楽ダム貯水池地点）                        図 5.15（２） ダム建設前、ダム建設後のSSの変化（設楽ダム貯水池地点） 
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  図 5.15（１） ダム建設前、ダム建設後のSSの変化（砂見地点）                        図 5.15（２） ダム建設前、ダム建設後のSSの変化（砂見地点）
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図 5.15（3） ダム建設前、ダム建設後の SSの変化（田内地点）                   図 5.15(4)ダム建設前、ダム建設後の SSの変化（田内地点）
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図5.15(5) ダム建設前、ダム建設後のSSの変化（源氏橋地点）               図 5.15(6) ダム建設前、ダム建設後のSSの変化（源氏橋地点） 

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（
m
g/
L
）

ダム建設前

ダム建設後（環境保全措置なし)

ダム建設後（環境保全措置あり）

平成2年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（
m
g/
L
）

平成3年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（
m
g/
L
）

平成4年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（
m
g/
L
）

平成5年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（
m
g/
L
）

平成6年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（
m
g/
L
）

ダム建設前

ダム建設後（環境保全措置なし)

ダム建設後（環境保全措置あり）

平成7年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（
m
g/
L
）

平成8年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（
m
g/
L
）

平成9年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（
m
g/
L
）

平成10年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（
m
g/
L
）

平成11年の流況等による



この資料は、準備書作成に向けた検討資料であり、委員 
会でのご助言等を受けて、今後変わることがあります。 

 36

 

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（m
g/
L
）

ダム建設前

ダム建設後（環境保全措置なし）

ダム建設後（環境保全措置あり）

平成2年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（m
g/
L
）

平成3年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（
m
g/
L
）

平成4年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（
m
g/
L
）

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（m
g/
L
）

平成6年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（m
g/
L
）

ダム建設前

ダム建設後（環境保全措置なし）

ダム建設後（環境保全措置あり）

平成7年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（m
g/
L
）

平成8年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（m
g/
L
）

平成9年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（
m
g/
L
）

平成10年の流況等による

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S
（
m
g/
L
）

平成11年の流況等による

平成5年の流況等による

 

図 5.15  （7） ダム建設前、ダム建設後のSSの変化（布里地点）               図 5.15  （8） ダム建設前、ダム建設後のSSの変化（布里地点） 
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図 5.16  （１） ダム建設前、ダム建設後の水温の変化（設楽ダム貯水池地点）                 図 5.16  （2） ダム建設前、ダム建設後の水温の変化（設楽ダム貯水池地点） 
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図 5.16(1) ダム建設前、ダム建設後の水温の変化（砂見地点）                      図 5.16(2) ダム建設前、ダム建設後の水温の変化（砂見地点） 
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図5.17（3） ダム建設前、ダム建設後の水温の変化（田内地点）                  図 5.17 (4) ダム建設前、ダム建設後の水温の変化（田内地点） 
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図 5.17(5) ダム建設前、ダム建設後の水温の変化（源氏橋地点）                   図 5.17(6) ダム建設前、ダム建設後の水温の変化（源氏橋地点） 
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図5.17(7) ダム建設前、ダム建設後の水温の変化（布里地点）                   図 5.17(8) ダム建設前、ダム建設後の水温の変化（布里地点） 
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図 5.18  （１） ダム建設前、ダム建設後のT-Nの変化（設楽ダム貯水池地点）           図 5.18  （2） ダム建設前、ダム建設後のT-Nの変化（設楽ダム貯水池地点） 
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図 5.19  （１） ダム建設前、ダム建設後のT-Pの変化（設楽ダム貯水池地点）              図 5.19  （2） ダム建設前、ダム建設後のT-Pの変化（設楽ダム貯水池地点） 
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図 5.20  （１） ダム建設前、ダム建設後のCODの変化（設楽ダム貯水池地点）             図 5.20  （2） ダム建設前、ダム建設後のCODの変化（設楽ダム貯水池地点） 



この資料は、準備書作成に向けた検討資料であり、委員 
会でのご助言等を受けて、今後変わることがあります。 

 45

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.21  （１） ダム建設前、ダム建設後のクロロフィルａの変化（設楽ダム貯水池地点）          図 5.21  （2） ダム建設前、ダム建設後のクロロフィルａの変化（設楽ダム貯水池地点） 
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図 5.22  （１） ダム建設前、ダム建設後のDOの変化（設楽ダム貯水池地点）            図 5.22  （2） ダム建設前、ダム建設後のDOの変化（設楽ダム貯水池地点） 
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図 5.23(1) ダム建設前、ダム建設後のBODの変化（砂見地点）                    図 5.23（2） ダム建設前、ダム建設後のBODの変化（砂見地点）
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図 5.23（3） ダム建設前、ダム建設後のBODの変化（田内地点）                     図 5.23(4) ダム建設前、ダム建設後のBODの変化（田内地点）
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図 5.231(5) ダム建設前、ダム建設後のBODの変化（源氏橋地点）                  図 5.23 (6) ダム建設前、ダム建設後のBODの変化（源氏橋地点）



この資料は、準備書作成に向けた検討資料であり、委員 
会でのご助言等を受けて、今後変わることがあります。 
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図 5.23(7) ダム建設前、ダム建設後のBODの変化（布里地点）                      図 5.23(8) ダム建設前、ダム建設後のBODの変化（布里地点） 




